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研究成果の概要（和文）：第一回十字軍の際に生じたキリスト教徒によるユダヤ人虐殺について

の教皇側の態度は史料上明白ではないのに対して、中世においてしばしば繰り返された儀式殺

人の告発については、教皇はおおむねそれを非難する立場に立ったとみられる。しかし、ロー

マのユダヤ人コミュニティと教皇の関係の検討から明らかとなるように、教皇はユダヤ人に対

して一貫した態度を取ったわけではなく、社会的文脈において両者の関係性は変化し、それに

伴って対ユダヤ人の態度も変化したというべきである。 
 
研究成果の概要（英文）：Historical sources do not tell us any clear papal attitude toward the 
massacre of the Jews by Christians on the occasion of the First Crusade, whereas it seems 
that the popes often condemned the repeated accusations against the ritual murder. But 
the popes did not hold a consistent attitude, as demonstrates an examination of the 
relationships between the Jewish community in Rome and the popes. Therefore it must 
have been that their relationships changed in the social context and papal attitude toward 
the Jews also changed according to it. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究代表者はこれまで中世のローマ教皇
庁を二つの側面から、つまり教皇庁と異端や
錬金術との関係という宗教的側面と、組織・
制度的側面から考察を進めてきた。研究を進
める過程において、キリスト教社会によるユ
ダヤ人排斥、そして教皇庁とユダヤ人の関係
という問題が浮上してきた。その主な理由は
次の三点に絞られる。①宗教的に異質なもの

を排除するという点において、キリスト教社
会によるユダヤ人排斥の論理が教皇庁によ
る異端抑圧の論理と並行関係にあると看取
できる。②魔術を行うことについての否定的
な評価が宗教的周縁者である異端やユダヤ
人などに下され、彼らを排除するための口実
として用いられることがあった。③12 世紀の
教皇伝を読むと都市ローマ内のユダヤ人た
ちが教皇に関する儀礼において集団で表敬
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して迎えるという記事にたびたび遭遇する
ということなどから、彼らが教皇庁にとって
特殊な存在であったということが明らかで
ある。以上から、教皇庁研究とユダヤ人問題
の接点が生じた。 
 
(2) ところで、中世キリスト教社会における
ユダヤ人の排斥に関する欧米での研究は、ド
イツでナチズムが台頭するころから特にユ
ダヤ系の研究者たちによって次々と発表さ
れるようになり、現在に至るまでの成果の蓄
積は厚い。近年では中世の教皇権とユダヤ人
が互いにどのように認識していたのかとい
う、本研究の内容に近い成果も現れている。
もっとも、このユダヤ人研究者たちの視点が、
本人がユダヤ人であるという利点を生かし
つつユダヤ人から見た教皇権認識をとらえ
ようとするものであるのに対し、本研究は逆
向きの、つまり教皇庁が有したユダヤ人認識
を考察しようとするものである。したがって
それぞれ方向性の違う研究は、相補的な貢献
をなすであろう。 
 
(3) 史 料 集 の 充 実 も 進 展 し 、 特 に S. 
Simonsohn, The Apostolic See and the 
Jews. Documents, vol. 1, Toronto 1988 の刊
行によって史料へのアクセスの便宜は飛躍
的に向上した。 
 
(4) 他方で、研究代表者の観察によれば、国
内における西洋中世のユダヤ人に関する学
術的論考は 20 点あまりである。その中でユ
ダヤ人排斥に関するものは 10 点ほどにとど
まっている。しかもこれらの研究はおおむね、
ユダヤ人迫害・虐殺という事件性への関心が
先行している。それに対し、本研究は事件性
への関心を継承しつつも、教皇庁の継続的な
政策や態度の変遷を追うものとしてわが国
の研究動向の中に位置づけられる。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 研究対象として十字軍運動など併発した
ユダヤ人の虐殺及び「血の中傷」事件を扱い、
これらの出来事に関する教皇庁の態度や意
見がどのようなものであったのかを明らか
にすることが本研究の第一の目的である。
「血の中傷」事件とはユダヤ人に罪責が帰さ
れた二つのパターンの諸事件で、一つは復活
祭の時期にキリスト教徒の子供がユダヤ人
に殺害される（儀礼殺人）という流言をもと
にユダヤ人が迫害・虐殺されるというもので
あり、もう一つは聖体のパンをユダヤ人が盗
みそれに暴行を加えるという流言をもとに
やはりユダヤ人が迫害・虐殺されるというも
のである。これらの事件の概要を把握したう
えで、教皇庁がとった態度を情報の入手経路

と情報の発信経路という観点から考察を行
う。 
 
(2) またそれとは別に、教皇庁の態度の変遷
を長期的なスパンで検討し、かつその及ぼし
た影響の有無・強度と射程をとらえることも
本研究の目的とする。その解明のために、教
皇庁の所在するローマのユダヤ人コミュニ
ティという抽象的な集団としてではない、現
実のユダヤ人との間で教皇庁が取り結んだ
関係に注目し、教皇庁のユダヤ人認識を明ら
かにする。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 20 年度は、基本文献の収集と研究し
及び研究動向の整理を行う。そのうえで、ユ
ダヤ人迫害事件の性格ごとにパターンを分
類し、各々のパターン及び各々の事件の概要
をとらえる作業に取り組む。以上を踏まえ、
教皇庁側のその都度の対応を勅書などの分
析をもとに詳細に検討する。 
 
(2) 平成 21 年度は、教皇勅書等の分析を継続
し、特に儀式殺人に関する文書が教皇座の位
置するローマのユダヤ人コミュニティの存
在とどのような関係を有したのかという点
についての考察に着手する。 
 
(3) 平成 22 年度は、教皇または教皇庁がユダ
ヤ人を受容すべきか排除すべきかという二
者択一的な立場に立って態度や意見を表明
していたのかどうかを再検討することで、本
研究を総括する。 
 
 全年度にわたり、実証性を高めるためにヴ
ァティカン文書館をはじめとして現地に所
蔵されているオリジナルの教皇文書を直接
分析する作業に取り組む。 
 
 
４．研究成果 
(1) 初年度（平成 20 年度）は、必要な資料の
収集と並行して全般的な研究動向の把握に
努めた。そのうえで、研究計画にもとづいて
中世におけるユダヤ人迫害のいくつかの事
例の検討に取り組んだ。 
具体的には、第一回十字軍に際する 1096

年のユダヤ人虐殺と 12世紀以降散発した「儀
式殺人の告発」を考察の対象に設定した。
1096 年の事例においては教皇庁の反応は史
料上確認できないのに対して、儀式殺人の告
発に関しては抑制的な態度を示す傾向がみ
られたことが明らかとなった。この点につい
ては、9 月に開催された国際研究集会「死者
の記憶と表象のポリティクス」において口頭
発表を行った。フランスの人類学者も多く参



 

 

加したこのワークショップにおいては、迫害
を記した年代記史料に表れるレトリックや
神話的要素について、人類学の立場からの指
摘を得ることができ、本研究の議論を深める
契機となった。 
また、冬にはイタリア・ローマのローマ大

学やドイツ歴史学研究所において関連資料
の調査を実施するとともに、現地研究者と議
論を交わした。本年度を通じて、教皇庁の主
な所在地であったローマのユダヤ人コミュ
ニティの存在及び教皇庁との関係が本研究
にとって重要性を有することが明らかとな
り、次年度の主要な研究課題として引き継が
れた。 
 
(2) 第二年目（平成 21 年度）は、まず儀式殺
人の告発と 1096 年の虐殺について前年度に
国際研究集会で行った口頭発表の原稿を論
文としてまとめた。これは同研究集会の報告
書『非業の死の記憶』によって公表された。
論文とするにあたっては、発表時に欠けてい
た年代記史料に用いられるレトリックにつ
いての考察なども取り入れた。 
次に、この論文でも言及した、儀式殺人の

告発からユダヤ人を保護することを旨とす
る教皇の一連の勅書「シークット・ユダエイ
ース」のテクスト及び時代的背景の検討に着
手した。この勅書は中世において少なからぬ
教皇たちが就任直後に繰り返し発してきた
ことから、教皇庁のユダヤ人認識を理解する
ために欠くことのできない史料である。この
史料はさらに、教皇とローマのユダヤ人コミ
ュニティの関係についても示唆を与えるも
のである。 

そのため、教皇勅書と関連して、前年に引
き続きローマのユダヤ人コミュニティにつ
いての調査を進めた。関連する史料と先行研
究を収集し吟味した結果、教皇がローマで執
り行う儀礼に関する史料でユダヤ人集団が
しばしば言及されていることが明確となっ
た。 

9 月から 10 月にかけてはエジプトで開か
れた国際シンポジウムに参加し、本研究の一
方の主役である 13 世紀の教皇たちに関わる
口頭発表を行った。 

1 月にはイタリアのローマのいくつかの研
究機関で調査を行うとともに、現在のユダヤ
聖堂もあるローマのユダヤ人地区で宗教施
設や関連地点を実際に訪問し、ローマ市内に
おけるユダヤ人居住区のトポロジーについ
ての理解を深めた。さらにヴァティカン機密
文書館ではオリジナル手稿史料の調査も進
めた。 
 
(3) 第三年目（平成 22 年度）はまず、前年度
に発表した儀式殺人の告発及び 1096 年の虐
殺についての論文を海外の研究者向けにフ

ランス語で改稿した。これは、東京大学人文
社会系研究科発行の国際研究集会報告論集
において公表された。そこでは、キリスト教
側とユダヤ教側のいずれの史料も検討する
ことによって、一方的な史料への依拠にもと
づく歴史像の歪みを補正することを図った。
また、記憶構築の問題にも踏み込むとともに、
歴史叙述における書き手の立ち位置が有す
る歴史研究上の重要性についても論じた。 
 次に、前年度からの課題として、中世ロー
マのユダヤ人に関する調査を継続した。12
世紀以降、諸教皇がたびたび発した教勅
「Sicut Judaeis」の史料分析を行うとともに、
教皇が行う儀礼においてユダヤ人が果たし
た役割を検討することにより、ローマのユダ
ヤ人と教皇が相互にその存在を承認しあう
契機を確認することができた。以上の取り組
みにあたっては、ヴァティカン機密文書館や
在ローマの諸研究機関を訪ねて史料調査を
実施し、わが国では得られにくい史料を本研
究に反映することができた。 
 さらに、十三世紀を中心とする中世教皇庁
の組織と制度に関する研究を博士論文とし
て完成させ、本研究の基礎の一部とすること
ができた。教皇庁がユダヤ人をどのように認
識していたかというときに、認識の主体であ
る中世教皇庁の組織や制度の歴史的な展開
が及ぼした影響を見過ごすことはできない
が、これを当該論文によって補った。 
 教皇庁のユダヤ人に対する認識や態度に
ついては、受容か排除かといった単純な色分
けをすることも、両義的であったとして曖昧
に片づけることも、おそらく適切ではない。
古代ユダヤ教に対する態度と中世における
同時代のユダヤ人・ユダヤ教に対する態度が
異なるなど、一定のコードに従って教皇庁の
態度は使い分けられていたとみるべきであ
る。 
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